
裾野麗峰山の会・山行報告書 

                                 文・ＩＫ  写真・ＧＴ 

山行 NO  山行ＮＯ．１８２３ 

日 時  ２０１９．０６．２２（土）霧雨～雨～曇 

山 域  富士山二ッ塚・上塚（１９２９ｍ） 

コース  長泉６：００－山北（雨のためＵターン）－富士山・洞門７：４０－二合目―下塚・上 

     塚コル８：５３－上塚９：１９－西のコルー大石茶屋―洞門１０：４５－美人の湯―合 

谷宅 

標高差  上り 洞門約１２８０ｍ～上塚１９２９ｍ＝約６４９ｍ 

     下り         〃 

参加者  ＧＴ、ＫＨ、ＫＹ、ＨＴ、ＧＭ，ＩＫ＝６名 

 

今回は、3年半、「れいほう」を離れていた私の復帰、歓迎山行ということで企画していただいた。 

6:10 竹沢種苗店で後藤さんの車にピックアップしてもらう。 

あとは、合谷さんを裾野でピックアップ予定。が、その前に事件が起こった。このことはきちんと

記録しておかなければいけない。 

 

 

 
洞門駐車場                 サクサク・ザクザク・ワクワク 

 

それは、国道 246 号線を北上中に起こった。桃沢トンネル付近の反対車線側の歩道に人が立ってい

た。細いシルエットのため、私はベージュのランニングウエアを着た女性ランナーが休んでいるの

だと思った。が、車が近づくにつれ、あれ？とおもい、服を着ていないことに気が付いた。 

車が通りすぎ、振り返ると、線のように細いハイレグのワンピースの黒い水着を着ているように見

える。もしくは黒の塗料で胸や腹に水着っぽく書いていたか。 

体形は男だった。うげー。悪いものを見てしまった。運転中の後藤さん以外は見ており、いろんな

情報が集まった。トラックから落ちたマネキンかと思ったら動いたとか、髪は染めていておかっぱ

であったとか、筋肉質であったとか。 

あまりにショッキングな映像であったため、この後、ほぼ一日この現象について語り合い、いろん

な想像をして楽しむことができた。（例えば、朝まで飲んでいたおかまが、ゲームに負けて罰ゲー



ムで立たされているとか、ユーチューバーであるとか） 

ま、そんなドタバタのなか、何にも知らない合谷さんをピックアップし、当初の目的の丹沢を目指

す。次第に雲行きが怪しくなり、山は雲で隠れ、雨が降ってきた。 

山登りに来て最初から雨なら中止だと、山北で Uターンした。愛鷹も沼津アルプスも箱根も雲の中

で、富士山なら雲海の上かも、いってみようということになった。結局、御殿場口洞門に駐車し、

二ツ塚を目指すことにした。 

 

 
自衛隊員 

 

7:40 スタート（1280m）。森を抜け、砂礫を歩く。ずずっと足が沈み思ったように進まない。30 分

ほど沢を歩いていると雨が降ってきたので、カッパとザックカバーをつける。2 番手を歩いていた

が、遅れ始め、結局一番後ろを歩いた。息は激しく、足が遅い。100 数えては止まり、辺りを見回

して休憩する。 

富士山の中にいる実感がわいてくる。オンタデが花をつけ、視界中に広がっている。他にも、足元

に雨でぬれた小さな白い花があり、光っているように見える。 

どんどん遅れる。途中、鍛えられたふくらはぎを持つランナー7 人に抜かれる。 

9:30 上塚（1930m）につくが、もう誰もいない。どこから降りるかわからず、上塚の頂上をぐるぐ

るまわり、やがて下のほうで勝又さんが手を振っているのが見え、降りる場所が分かった。早くも

遭難するかと思った。 

                      上塚頂上 

 



 
イタドリのサークル 

 

10:00～10:30 山開きに向けて準備を始めていた五合目の小屋の軒下を借りて休憩。ここでビール。

うまし。これですこれ。 

10:45 ゴール。そのあとは、ヘルシーパークで（くさい）汗を流し、板妻の山崎精肉店で、コロ

ッケや馬刺しを購入、コンビニで麦の炭酸水やワインを買い、今や「れいほう」の保養地と化した

千福の合谷邸へお邪魔する。 

 

 

 
オンタデ                  フジハタザオ 



 
 

 

持ち寄った食べものとお酒で、高尚な話から低俗な話まで、ありとあるゆる「重要な話」をしてい

るうちに時間は過ぎていった。最後は、合谷シェフの特性ヨーグルト with リンゴジャムと引き立

てコーヒーをいただいた。17:30 解散。 

 

3 年半のブランクは大変大きく、筋力も気力、根性も一般人になってしまったと痛感した。冬まで

に追いつけるだろうか不安である。無理せずぼちぼちいきます。              

以上 

 



 
ヤマボウシ 

 

その他の記述（ＧＴ） 

 

１． カッコウの鳴き声を聞いた。（私的には今期最初） 

２． 抜き去ったランナーは、富士山マラソン訓練の自衛隊員。「富士宮口まで行く」といって    

いたが、標高２３８０ｍの五合目だろうか。なら、厳しい。仕事か趣味か不明。 

３． 上塚から男女二名降りて来た。 

４． 御殿場口大石茶屋・勝又さんにベンチをお借りした。お世話になった。 

５． 雨が止んだ後、気温が上がり、水蒸気が幻想的に流れた。 

６． 雨上がりは、火山礫の「ホコリ」がなく快適。 

７． シカの足跡が無数。掘ったと思われる「蟻地獄」のような穴もあり。 

８． 観察した花＝フジハタザオ・ミヤマオトコヨモギ・タカネツメクサ・オンタデ・ 

        イタドリ・落ちたナツツバキ・ヤマボウシ 

９． 相変わらず、洞門駐車場の「立ち入り禁止」に立て看板。これは何？？ 

勿論、以前はなかったが、「何処の、誰か、理由」を表記すべきだ。 

１０． 合谷さんにお世話になりました。 

                                       

 以上 

 



 

 


